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外国語教育メディア学会関西支部中学高校授業研究部会主催 

第１６回中学高校教員のための英語教育セミナ－ 

テ－マ： 音読指導 

日時  ３月２７日（土） ９：５５～１６：４５ 

      ２８日（日）１０：００～１６：２５ 

場所  キャンパスプラザ京都（JR 京都駅・ビックカメラ前）５階 第１講義室   
  事前申込の場合 当日参加の場合:大修館『英語教育』3

月号に掲載されている当日参加費

は誤りです。ご注意下さい。 

［ 参加費 ］ 

 ２日間 １日のみ   ２日間   １日のみ 

① L E T  会員 1 , 5 0 0円  1 ,000円 2 , 5 0 0円   1 , 5 0 0円 

② 英語の教え方研究会会員・より

良い英語教育を考える会会員 

2 , 5 0 0円  1,500円 3 , 5 0 0円   2 , 0 0 0円 

③ ① 以外の大学院生・学部生 2 , 5 0 0円  1,500円 3 , 5 0 0円   2 , 0 0 0円 

④ ① ② ③ 以外の方 5 , 0 0 0円  3,000円 6 , 0 0 0円   3 , 5 0 0円 

［ 参加申込方法 ］ 

1. 事前申し込み： ３月１５日（月）締切（郵便局当日受付印有効） 

 郵便局備え付けの振替用紙に必要事項をご記入の上、ご送金ください。なお、お送りいた 

   だきました参加費は理由の如何に関わらず返金いたしかねますので、ご了承ください。  
 口座番号： 00920－7－153267        加入者名：  鈴木寿一 

 必要事項：  振替用紙の通信欄に次の事項を必ずお書きください。 

 1. 参加日：例1: 3/27  3/28 （ 2日間ご参加の場合 ） 例2：3/27 （１日のみご参加の場合）       
 2.  送金内訳：（例）参加費 1500円、書籍代金5,700円（書籍番号1,  2,  3） 

  のように明記してください。 

 3. 電子メ－ルアドレス（お持ちでない方は電話またはFAX番号) 

4. 勤務校名または在籍校名： 
（例）教員の場合 ○○市立△△中学校  ○○県立△△高等学校  ○○大学   

        学生の場合 ○○大学△△研究科院生   ○○大学△△学部 

2. 当日ご参加の場合：セミナ－当日、受付にて当日参加費をお支払いください。 

［ 本セミナ－に関する問い合わせ先 ］ 

〒596－0827 岸和田市上松町 610－205 鈴木寿一 電子メ－ル j_suzuki＠kufs.ac.jp 

出張依頼状が必要な方は、所属及び所属長名を明記の上、80 円切手を貼付した返信用

封筒（要宛名）を同封の上、上記問い合わせ先まで３月１３日（土）必着でご請求く

ださい。 

 

 

［ プログラム ］ 西本有逸先生のご都合で、大修館書店発行の『英語教育』３月号に掲載された内容と

一部変更になっております。ご了承ください。 

３月２７日（土）    ９：２０ 受付 

９：５０ 開会 

                  

 

１０：００～１１：２０  
効果的な英語授業を行うための音読指導のあり方：音読の必要性を考える 

京都外国語大学 杉本義美 
授業で音読をしても声が出ない、生徒が音読の大切さを理解していない、テストや入試に音

読は出ないので積極的に音読しようとしないという声をよく聞きます。その様な生徒（中・

高生）に音読をさせる方策を提案します。具体的には、生徒に音読がどんな効果をもたらす

のか、音読をすることで学力や英語力がどう伸びていくのかを実感させる必要があります。

この講義では、生徒に音読の大切さを実感・理解させる方策及び音読を授業で取り入れてい

くポイントを提示したと考えます。 

   

１１：２０～１２：４５ 昼食・展示 

１２：４５～１３：４５ 

 目的別音読指導法：「言語材料を内在化するための音読」から「コミュニケーションのた
めの聴き手を意識した音読」へ①           

                             京都外国語大学 鈴木寿一  
外国語として英語を学習する日本人中学生や高校生の英語力を伸ばすためには音読指導が不

可欠ですが、その目的が明確でない儀式的な音読指導が行われていることが少なくありませ

ん。せっかく行われている音読指導を有効なものにするためにの「言語材料を内在化するため

の音読」と「コミュニケーションのための聴き手を意識した音読」のための各種音読指導法を実際に

体験していただきながら、それらをどのように配列すれば効果的な指導になるかを提案させていただ

きます。     

１３：４５～１４：００ 休憩・展示 
１４：００～１５：００ 
 目的別音読指導法：「言語材料を内在化するための音読」から「コミュニケーションのた

めの聴き手を意識した音読」へ②           
                             京都外国語大学 鈴木寿一  
  午前の部の続き。 

１５：００～１５：１５ 休憩・展示 
１５：１５～１６：４５  
 中学校における音読指導：Fluency 指導とインタラクティブな音読指導のあり方     
                              西武文理大学 鈴木政浩  
  海外の研究、特に母語におけるリーディング指導や、リーディングに問題を抱えた学習者を

対象とした研究には、音読の重要性を認めるものがたくさんあります。その多くはfluency

指導に代表されるように、文字・音・意味の一致を自動化し、流暢に音読できる能力が、読

解力を支えるという立場を取っています。今回はこうした領域の文献から、聞き手を意識し

た音読の指導法をご紹介します。ペアワークに加え、ビデオ収録に向けたパフォーマンス、

洋画やネットを活用した自学自習のシステム、音読に活用するソフトウエアなど幅広くご紹

介します。学生のパフォーマンスを収録したビデオなどもご覧いただきます。 

 

３月２７日（土）    ９：４０ 受付 

１０：００－１１：３０ 
 英語コミュニケーションの基礎力を育成する音読指導：リード・アンド・ルックアップ  

からストーリー・リプロダクションへ     
                         大阪府立寝屋川高等学校 平尾一成  
   高校の授業では、受験指導を理由にコミュニケーションの指導は敬遠されほとんど行われな

い。また、中学校では当然のように行われている音読活動も、高校段階になると単なるルー

ティーンとして行われている場合がある。音読が重要であるとわかっていても、時間の制約

を理由に省略したり家庭学習にまかせたりすることも多い。しかし、リードアンドルックア
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ップを中心とした音読指導とストーリーリプロダクションによるアウトプット活動が、言語

習得とコミュニケーションの基礎力養成に効果があるということが多くの実践から経験的に

わかっている。本発表では、音読とストーリーリプロダクションを中心とした授業実践を基

に、生徒個人の英語力を伸ばすアウトプット活動はどうあるべきかについて皆さんと一緒に

考えてみたいと思います。 

１１：３０－１３：００  昼食・展示                         

１３：００－１４：３０  
 音読評価の一試案とパソコンソフト SpeaK!を活用した音読指導と評価     
                              西武文理大学 鈴木政浩  

古くから「音読を聞けば英語力がわかる」と言われます。音読の評価項目については、いく

つかの文献で提案がなされています。前半は、音読の評価項目として、単語の発音・ポーズ

・ストレス・イントネーションに加え、近年シャドーイング指導で再び注目されるようにな

った音変化を取り上げます。授業で使用するプリントなどの教材を元に紹介しながら、評価

項目ごとの評価方法について提案をします。音読評価の方法は、評価者が実際に聞いて評価

をするだけでなく、音声認識のシステムを使った方法があります。後半は、音読練習に役立

つだけでなく、学習者の音読能力を判定してくれるSpeaK!は授業で活躍してくれるパソコン

ソフトSpeaK! を使った授業の進め方と評価について、実演を交えてご紹介します。 
１４：３０～１４：５０ 
１４：５０～１６：２０ 

 音読指導の諸問題と対策 
          杉本義美・鈴木寿一（京都外国語大学）・鈴木政浩（西武文理大学）

西本有逸（京都教育大学）・平尾一成（大阪府立寝屋川高等学校）  
音読指導を行うといろいろな問題にぶつかります。ここでは、教育現場における音読指導の

諸問題とそれに対する対策を考えたいと思います。以下は、扱う予定項目です。また、参加

者の皆様からいただいた、日頃感じておられる音読指導に関わる問題点にも回答させていた

だきます。 
① 生徒の声が小さい。 

   ② 生徒が音読に熱心に取り組まない。 
③ 家で生徒は音読練習をしない。 
④ 教師やCDのあとについて言わせているときは音読できるが、生徒だけで音読させると

発音できない単語があったり、まちがった発音をすることが多い。また、意味単位の途

中で切って音読する。 
⑤ 生徒の音読が平板である。 
⑥ 個人やペアで起立させて音読活動をさせると、早く終わった生徒やペアはおしゃべりし

て、遅い生徒やペアはごまかして座ってしまう。 
⑦ 入試では音読が出題されないので、音読など必要ないと思っている生徒が多いクラスで

音読させるにはどうずればよいか。 
⑧ 管理職や同僚たちが、音読指導などしていては入試に対応できないと批判したり、音読

指導を止めるように圧力をかけてくる。    

１６：２５ 閉会 

 

 

 

［ 講師紹介 ］（プログラム順） 

杉本義美（すぎもと  よしみ） 京都外国語大学外国語学部英米語学科准教授 

1956年生まれ。京都教育大学英文学科卒業後、18年間京都市立朱雀中学校英語科教員として勤

務の後、５年間の京都市教育委員会学校指導課指導主事、京都市総合教育センター指導室指導

主事を経て、2005年より現職。専門は英語教育学、教育評価。勤務校では、学部のTEFLコー

ス専門科目Professional Development in TEFL、英語教育法、英語教育学ゼミなど、大学院

博士前期課程で、授業観察分析、評価、修論ゼミなどを担当。中央教育審議会初等中等教育分

科会教育課程部会外国語専門部会委員(第３，４期)及び文部科学省教科用図書検定調査審議会専

門委員などを務める。著書：『中学校英語授業指導と評価の実際』（大修館書店）、分担執筆

：『私の英語授業』（大修館書店）、「指導と評価の一体化を目指す英語授業」（東京書籍）

ほか、英語教育に関する論文多数。 
鈴木寿一（すずき じゅいち） 京都外国語大学外国語学部英米語学科教授 

神戸市外国語大学英米学科卒業。公私立の中学・高校4校で26年間、本当に生徒のためになる英

語授業を実証的に追及し、1998年京都教育大学助教授、2001年同教授、2005年より現職。勤務

校では、学部と大学院博士前期・後期課程で英語教育関係科目及び研究指導を担当し、学外で

は、文部科学省及び教育委員会研究指定校のアドバイザーを務めています。4技能指導法、4技
能と結びつけた文法指導法、語彙指導法の研究とその教材の開発、現場からの要請による訪問

授業改善指導などに取り組んでいます。共編著：『より良い英語教育を目指して』、『音読・

シャドーイング指導法ハンドブック（2010年出版予定）』（大修館書店）、分担執筆：『英語

教育の基礎知識』、『英語科教育法ハンドブック』(大修館書店)、『新しい読みの指導』（三省

堂）、高等学校用検定教科書MAINSTREAM, NEW STREAM シリーズ(増進堂)、学習参考書

：『クリスタル総合英語』（増進堂）ほか。 
鈴木政浩（すずき まさひろ） 西武文理大学講師 

埼玉大学大学院修士課程修了（教育学修士）。埼玉県内中学・高校を経て現職。中学校と大学

の教員年数が同じになりました。英語の勉強についていけないまま高等教育の門をくぐった学

生たちと日々格闘しています。「英語学力の基礎は音読から」をモットーに、音読指導とその

効果について実証研究を進めています。日々の授業では音読指導と関連させて、CALL、ネッ

トワークを活用した授業を通じ、自律（自立）した学習者の育成を目指しています。中学・高

校に勤務していた頃の経験を活かし、「授業学」という授業のあり方についての研究を始めま

した。高校生の頃始めたギターを再び手にし、下手の横好きですが、少しずつレパートリーを

増やしています。共著：『高等教育における英語授業の研究－授業実践事例を中心に』（松柏

社）、論文：「ソフトウエアを活用した音読スコアの推移分析―音読練習20回は妥当か？」 Language 
Education & technology, 46, 61-78.）、「音読ソフトを利用した音読評価のスコア化：習熟度との関係お

よび繰り返し音読におけるスコア変化の検証」（関東甲信越英語教育学会紀要第21号）、「音読の評価

をどうするか」（ 『英語教育』2009年11月号）ほか。 
平尾一成（ひらお かずなり）大阪府立寝屋川高等学校教諭 

教職２８年。大阪府立守口東高等学校、枚方高等学校、門真なみはや高等学校を経て現職。枚

方高校で国際教養科の立ち上げに参加した経験から「受験勉強とコミュニケーション指導の両

立」と「生徒が主体的に学ぶ授業方法」、「生徒の動機付け」に興味があります。「生徒と共

に学ぶ」がモットーです。現任校でのSELHi研究で学んだ経験を生かし、より良いリーディン

グ授業とはどうあるべきかについて日々勉強しています。趣味は、旅行とスポーツ。バレー部

の顧問として毎日生徒たちと一緒に汗を流しています。分担執筆：『すぐれた英語授業実践』

、『音読・シャドーイング指導法ハンドブック（2010年出版予定）』（大修館書店）、共同研

究：「高等学校英語ⅠⅡの授業の大半を英語で行う工夫とその授業の効果」（STEP BULLETI
N vol.17 ）、雑誌記事（『英語教育』）：「英語Ⅰ・Ⅱの年間計画」（2005年4月号）、「音

読指導の工夫 生徒をその気にさせる」（2009年11月号）。 
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西本有逸（にしもと ゆういち）京都教育大学教授 

兵庫教育大学大学院修了。大阪府内の３つの国公立高等学校に計14年間勤務。2001年 
京都教育大学助教授。2008年より現職。専門は英語教育学。英語科教育を認識論と存在論 
から照射する。リーディング論を中心とする認識論だけでなく、人間の存在に外国語教育 
がどのような役割を果たすのかを身体・言語・情動・人格を基軸に考究している。共編著： 

『これからの英語学力評価のあり方』（教育出版）、分担執筆：『英語リーディングの認知メカ 
ニズム』（くろしお出版）、『より良い英語授業を目指して』、『音読・シャドーイング指導

法haンドブック（2010年出版予定）』（以上、大修館書店）、論文：Pedagogically Motivated
 Framework of Ontology in the Cultural-historical Theory: Emoting, Languaging, and  
Authoring the World. A Keynote Address at the 10th International Vygotsky Conference
 in Moscow, 2009.ほか。趣味は登山・アウトドア。最近は温泉巡りに取って代わりつつある

ことに複雑な気持ちになっている。 
 

［会場までのアクセス］ 

会場までの交通機関 

京阪電車利用の場合： 丹波橋で下車、近鉄電車に乗り換え、近鉄京都駅下車(所要時間約 10 分)

会場（教室）まで徒歩約７分。 

近鉄電車利用の場合： 西大寺から急行で近鉄京都駅下車(所要時間約４５分)、 会場（教室）ま

で徒歩約７分。 

JR 利用の場合： 京都駅下車。会場（教室）まで徒歩約 5 分。 

阪急電車利用の場合： 梅田から特急で烏丸で下車（所要時間約４０分）、京都市営地下鉄に乗

り換え、京都駅下車(所要時間約５分)、 会場（教室）まで徒歩約７分。 

 
［ 事前申込割引販売書籍 ］ 

＊書籍代金は参加費とともに振込用紙でご送金ください。 

＊以下の書籍を特別価格でご購入いただけますのは今回のセミナ－にご参加の方のみです。

書籍のみの注文はお引き受けできません。表示価格は消費税込の価格です。 

＊1 から 62 の書籍以外でも、大修館書店発行の書籍はセミナ－特別価格で入手できます。上

記問い合わせ先へ、購入ご希望の書名と著者名をお知らせください。２，３日後にセミナ

－特別価格をお知らせいたしますので、書籍代金を参加費とともにお送り下さい。 

1.  斎藤栄二（著）『英語授業レベルアップの基礎』２１００円→ １７００円 

      2.  斎藤栄二（著）『英語授業成功への実践』２１００円→ １７００円 

      3.  斎藤栄二・鈴木寿一(編著)『より良い英語授業を目指して』２８３５円 → ２３００円  

4.  Ｆ・ジョンソン（著）『コミュニカティブな英語授業のデザイン』１８９０円→１５５０円   

      5.  高島英幸（編著）『英語のタスク活動と文法指導』２６２５円 → ２１００円 

      6.  高橋正夫(著)『実践的コミュニケーションの指導』２１００円 → １７００円 

      7.  萩野俊哉（著）『コミュニケーションのための英文法』１８９０円 → １５５０円 

      8.  金谷憲（著）『英語授業改善のための処方箋』１８９０円 → １５５０円 

9.  松沢伸二（著）『英語教師のための新しい評価法』２５２０円 → ２０５０円  

10.  杉本 卓・朝尾幸次郎（著）『インターネットを活かした英語教育』１８９０円→１５５０円 

11.  靜 哲人（著）『英語テスト作成の達人マニュアル』２５２０円 → ２０５０円 

12.  津田塾大学読解研究グループ（編）『英文読解のプロセスと指導』２７３０円 → ２２００円 

13.  石田秀雄（著）『英語冠詞講義』１６８０円 → １３５０円 

14  佐野正之（著）『アクション・リサーチのすすめ』１８９０円 → １５５０円 

15. 岡 秀夫（監修）『オ－ラル・コミュニケーション・ハンドブック』１８９０円→１５５０円 

16.  竹田明彦（著）『学校用語英語小事典』第３版 ２４１５円→１９５０円 

17.  望月正道ほか（著）『英語語彙の指導マニュアル』２１００円→１７００円 

18.  金谷 憲ほか（著）『英語力はどのように伸びてゆくか』１９９５円→１６００円 

19. 瀧口 優（著）『苦手を好きに変える英語授業』１７８５円→１４５０円 

20. 清川英男ほか(著)『英語教師のためのＥＸＣＥＬ活用法』１８９０円→１５５０円 

21. 吉田研作ほか(著)『日本語を活かした英語授業のすすめ』１７８５円→１４５０円 

22. 田中武夫ほか（著）『自己表現活動を取り入れた英語授業』２３１０→１８５０円 

23. 山内 進（著）『言語教育学入門』２５２０円→ ２０５０円  

24. 三浦省五(監修)『英語教師のための教育データ分析入門』１６８０円→１３５０円 

25. 小池生夫（編集主幹）寺内正典他（編著）『第二言語習得研究の現在』２９４０円 →２４００円 

26.  白畑知彦（編著）『英語習得の「常識」「非常識」』１７８５円→１４５０円 

27. 岡秀夫・赤池秀代・酒井志延（著）『英語授業力強化マニュアル』２３１０円→１８５０円 

28.  佐野正之（著）『はじめてのアクション・リサーチ』１６８０円→１３５０円 

29.  高島英幸(著)『文法項目別・英語のタスク活動とタスク』２５２０円→２０５０円 

30. ゾルタン・ドルニェイ（著）・米山朝二・関昭典（訳）『動機づけを高める英語指導ストラテジー３５』 

 ２２０５円→１８００円 

31.  酒井邦秀・神田みなみ（編著）『教室で読む英語100 万語－多読授業のすすめ』１５７５円→１３００円 

32. 西野春雄（著）『英語学習のための情報リテラシー』１３６５円→１１００円 

33. 小寺茂明・吉田晴世（編著）『英語教育の基礎知識』１６８０円→１３５０円 

34.  CD－ROM 版『ジーニアス英和(4 版)・和英(２版)辞典』９２４０円→７４００円 

35. 山岡憲史（著）『英語の基本単語徹底活用クロスワード１０１』１２６０円→１０５０円 

36. 望月昭彦・山田登（編著）『私の英語授業』３０４５円→２４５０円 

37. 村野井仁（著）『第二言語習得研究から見た効果的な英語学習法・指導法』 １６８０円→１３５０円 

38. 小池生夫（編集主幹）『第二言語習得研究の現在』２９40 円→２４００円 

39．大学英語教育学会学習ストラテジー研究会（編著）『英語教師のための「学習ストラテジー」ハンドブック』 

                                                                          １６８０円→１３５０円 

40. 杉本義美(著）『中学校英語授業指導と評価の実際－確かな学力をはぐくむ』１２６０円→１０５０円 

41. 田中茂範・佐藤芳明・阿部一（著）『英語感覚が身につく実践的指導：コアとチャンクの活用法』  

１８９０円→１５５０円  

42. 門田修平・池村大一郎(編著)『英語語彙指導ハンドブック』２６２５円→２１００円 

43. 小西友七・南出康世（編集主幹）『ジーニアス英和辞典』第４版 ３４６５円→２８００円 

44. 岸野英治(著) 『総合コミュニケーション英語文法』 ３７８０円→３０５０円 

45. 石川慎一郎(著) 『英語コーパスと言語教育』 ２７３０円→２２００円 

46. 大井恭子（編著）、田畑光義・松井孝志（著）『パラグラフ・ライティング指導入門』 ２１００円→１７００円 

47. 萩野俊哉(著) 『英文法指導Q&A』 １８９０円→１５５０円 

48. 松村昌紀(著) 『英語教育を知る５８の鍵』 １８９０円→１５５０円 

49. 金谷憲（編著）『教科書だけで大学入試は突破できる』 １８９０円→１５５０円 

50. 和泉伸一（著）『「フォーカス・オン・フォーム」を取り入れた新しい英語教育』 ２３１０円→１８５０円 

51. 松本青也（編著）『ネットで楽しく英語コミュニケーション』 ２１００円→１７００円 

52. 白畑知彦ほか（編著）『英語教育用語事典』（改訂版） ２６２５円→２１００円 

53. 小池直巳・佐藤誠司（著）『英語ネイティブ度判定テスト』 ８４０円→７００円 

54. 今井邦彦（編）『最新語用論入門 １２章』 １８９０円→１５５０円 

55. 樋口忠彦ほか（編著）『すぐれた英語授業実践』 ２３１０円→１８５０円 

56. 田中武夫・田中知聡（著）『英語教師のための発問テクニック』 ２３１０円→１８５０円 

57. 金谷憲（編集代表）『英語授業ハンドブック・中学校編』（DVD付） ３７８０円→３０５０円 

58. アレン玉井光江（著）『小学校英語の教育法 理論と実践』 ２３１０円→１８５０円 

59. 渡部伸一（編）『「学び」の認知科学事典』 ３７８０円→３０５０円 

60. 小山内大(著)『クイズ英語生活力検定 ２』 ７９８円→６５０円 

61. 小山内大(著)『クイズ英語生活力検定 １』 ７９８円→６５０円 

62. 﨑村耕二（著）『論理的な英語が書ける本』 ２５２０円→２０５０円 


